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断熱複合工法

ギルフォーム 押出法ポリスチレンフォーム ポリエチレンフォーム グラスウール

【ギルフォーム３５㎜と同じ性能を得るために必要な他の断熱材の厚さ】

（㎜）
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断熱材の断熱性能は、熱伝導率で判断することができます。
ギルフォームは、建築物に用いられている各種断熱材の中でも
特に低い熱伝導率（０.０２３Ｗ／ｍ・Ｋ）を誇ります。これは
ギルフォームを構成する気泡の中に、熱伝導率が極めて低く、
フロン系発泡ガスを含まないクリーンガス（炭化水素系発泡ガス）
が内包されているためです。
ギルフォームは住環境を快適に保ち、地球温暖化を抑制し、
オゾン層を保護する省エネルギー、環境対応製品です。

住宅の省エネルギー基準とは、国土交通省が定めた住宅性能
の目安です。
昭和５５年に告示された後、平成４年に「新省エネルギー基準」、
平成１１年に「次世代省エネルギー基準」、平成２５年に「改正
省エネルギー基準」として改正されました。
次世代省エネルギー基準以降の省エネ基準に則って建てられ
た住宅は、従来の省エネルギー基準に比較して省エネ性能が
大幅に優れており、CO２排出量の低減や、快適な住環境を得ら
れます。

断熱性能に大変優れた硬質ウレタン系フォーム『ギルフォーム』を使用する『ウレタン塗膜断熱防水工法』です。
『オルタックシートGS』を用いることにより、断熱材の上の過酷な条件においても長期に安定した性能を持つ、本格的
な断熱防水工法です。
高反射性に優れたトップコート『OTコートシリコーンクール』と組合わせることにより、夏場など高温になりやすい防
水層の表面温度を下げて長期に渡り安定した防水性能・断熱性能を維持します。

■ 熱伝導率の比較

材料名
熱伝導率
W／m・K

密度
㎏／㎥

硬質ウレタンフォーム ０.０２３ ３５以上

押出法ポリスチレンフォーム ０.０２８ ２５以上

ポリエチレンフォーム ０.０３４ １０以上

グラスウール ０.０３６ 約３２

ロックウール ０.０３８ ３０～５０

住宅の省エネルギー基準について

ギルフォームの特長

断熱材種類Ｅ ギルフォーム

改正省エネ基準
国土交通省告示９０７号　2013年（ 平成２５年）

次世代省エネ基準
建設省告示９９８号　1999年（ 平成１１年）

断熱材の厚さ断熱材の
抵抗値
[屋根]
㎡・k/Ｗ

都　道　府　県 地
域
区
分 断熱材種類Ｅ ギルフォーム

断熱材の厚さ断熱材の
抵抗値
[屋根]
㎡・k/Ｗ

地
域
区
分

北海道

宮崎県 ・ 鹿児島県

沖縄県

青森県 ・ 岩手県 ・ 秋田県

宮城県 ・ 山形県 ・ 福島県・
新潟県 ・ 長野県 ・ 栃木県

茨城県 ・ 群馬県 ・ 山梨県・
富山県 ・ 石川県 ・ 福井県・
岐阜県 ・ 滋賀県 ・ 埼玉県・
千葉県 ・ 東京都 ・ 神奈川県
静岡県 ・ 愛知県 ・ 三重県・
京都府 ・ 大阪府 ・ 兵庫県・
奈良県 ・ 和歌山県 ・ 鳥取県
島根県 ・ 岡山県 ・ 広島県・
山口県 ・ 徳島県 ・ 香川県・
愛媛県 ・ 高知県 ・ 福岡県・
佐賀県 ・ 長崎県 ・ 熊本県・
大分県
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※１. 市町村によっては他の地域に区分されることがあります。

※3. ギルフォームの熱抵抗値から計算した厚み。

※２. （財）住宅建築省エネルギー機構「住宅の次世代省エネルギー基準と指針」で区別されている断熱材の種類（硬
        質ウレタンフォーム）での厚み。

(注意事項) ・ 適用には開口部比率の基準を満たす必要があります。
               ・ 低炭素建築物認定に適用することはできません。

(参考)  開口部比率の基準
   　　 住宅の種類　  １～３地域　4～8地域
　　　 一戸建て        0.11未満　0.13未満
          共同住宅など  0.09未満　0.08未満

■ 住宅の省エネルギー基準に基づく断熱材の厚さ

※1

※2 ※3 ※3※2
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